
カロテノイド以外の機能性天然有機化合物の研究 

本研究室は主にカロテノイドの研究をしていますがそのほか幅広く天然有機化

合物の研究をしています。ポリフェノール類、トリテルペン類、脂質、アルカロ

イドなど扱っています。 

塩湖に生息する硫黄細菌から単離構造決定した新規構造を持つ２種の黄色色素 
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スイゼンジノリから紫外線を吸収する新規脂質の構造を決定 
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Saclipin A
(10E,12E,14E)-9,16-Dioxoocta-deca-10,12,14-trienoic acid (1)
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構造研究、分析などでお困りの方はお気軽にご連絡ください。 


